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I N F O R M A T I O N

たてもの園日誌　２０２２年（令和４） １０月～２０２３年（令和５）３月
202２年（令和４）

10/1（土） 都民の日＜入園無料＞

10/4（火）～10（月・祝） 綱島家年中行事「十三夜飾り」

10/8（土）・9（日） 伝統工芸の実演「型染・木版染/村山大島紬」

10/22（土） ミュージアムトーク「昭和の思い出、昭和のあこがれ」

10/29（土）・30（日） 東京大茶会2022（主催：東京都、アーツカウンシル東京）＜入園無料＞

11/12（土）・13（日） 伝統工芸の実演「木工建具／和裁（たっつけ）」

11/26（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション

 ―東京の歩んだ道』みどころ」

11/26（土）・27日（日） 夜間特別開園　紅葉とたてもののライトアップ

11/30（水）～12/24（土） 綱島家年中行事「大根干し」

12/10（土）・11（日） 伝統工芸の実演「組紐／椅子張」

12/24（土） ミュージアムトーク「田園調布の家（大川邸）のクリスマス」

12/25（日）～1/1（日・祝） 年末年始休園

2023年（令和5）

1/2（月・休）・3（火） 正月特別開園＜入園無料＞

1/9（月・祝） 成人の日はたてもの園へ

1/11（水）～1/15（日） 綱島家年中行事「小正月・繭玉飾り」

1/14（土）・15日（日） 伝統工芸の実演「畳刺／東京手描友禅」　

1/28（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション―

 東京の歩んだ道』みどころ」

2/３（金） 綱島家年中行事「節分」

2/11（土・祝）・12（日） 伝統工芸の実演「東京染小紋／念珠」

2/25（土） ミュージアムトーク「旧自証院霊屋」

3/11（土）・12日（日） 伝統工芸の実演「江戸木彫刻／東京手描友禅」

3/11（土）～8/20（日） 特別展「日本のタイル100年―美と用のあゆみ」

3/18（土）～ 開園時間を夏時間に変更

3/20（月） 臨時開園

 臨時開園
3/27（月） スペシャル・ミュージアムトーク
 「けんちくはかせに聞く 建物はこう楽しもう！」

3/27（月）・28（火） たてもの園フェスティバル

3/28（火） たてもの園開園記念日＜入園無料＞

建造物修繕などの工事
鍵屋（居酒屋） 令和4年11月1日～令和5年3月下旬

花市生花店 令和4年11月15日～令和5年3月下旬

万世橋交番 令和4年11月22日～令和5年3月下旬

村上精華堂 令和4年11月29日～令和5年3月下旬

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

た
て
も
の
園
で
生
き
物
探
し

　

千ち
ど
り
は
ふ

鳥
破
風
、
鴨か

も
い居
、
猫
間
障
子
、
雨

戸
の
鍵
の
猿
等
々
、
建
築
用
語
に
は
、
生

き
物
の
漢
字
が
使
わ
れ
た
も
の
が
と
て

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
吉
野
家
の
式

台
に
は
ツ
ル
の
彫
刻
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
兎う

の
け
と
お

毛
通
し
と
呼
ば
れ
、
今
年
の

干
支
で
あ
る
ウ
サ
ギ
の
漢
字
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
兎
毛
通
し
は
、
唐
破
風
に

あ
る
懸げ

ぎ
ょ魚
と
呼
ば
れ
る
部
材
の
こ
と
で
、

懸
魚
の
中
で
も
特
に
装
飾
性
が
強
い
も

の
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
建
築
用
語
に
生

き
物
の
漢
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
中
に
は
諸
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
懸
魚
は
、
火
伏
せ
の
ま
じ
な

い
の
意
味
合
い
が
強
く
、
元
々
水
を
連
想

さ
せ
る
「
魚
」
の
尾
ひ
れ
の
形
で
あ
る
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
次
第
に
装
飾

化
し
、
梅
の
花
や
猪
の
目
と
呼
ば
れ
る
ハ

ー
ト
の
よ
う
な
形
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
鴨
居
も
一
説
に
は
水
辺

に
い
る
「
鴨
」
か
ら
水
を
連
想
さ
せ
、
火

伏
せ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
猫
間
障
子
は
、
猫
が
出
入
り
し
や

す
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
園
内
で
は
小
出
邸
の
二
階
で

見
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
用
語
と
言
う
と
難
し
く
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
の
人
々

が
考
え
、
建
造
物
を
造
り
守
っ
て
き
た

様
子
の
一
端
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。            

　
　
　
　
　

 

（
学
芸
員　

生
田
真
菜
）

小出邸の猫間障子

旧自証院霊屋の懸魚

◎
特
別
展
「
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年
―
美
と
用
の
あ
ゆ
み
」

◎
収
蔵
建
造
物
紹
介
―
た
て
も
の
園
の
看
板
建
築
た
ち 

④
大
和
屋
本
店

◎
昭
和
3 0
年
代
再
現
展
示
「
昭
和
の
思
い
出
、
昭
和
の
あ
こ
が
れ
」

◎
令
和
５
年
度　

事
業
予
定

◎
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
／
た
て
も
の
園
日
誌
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本
展
は
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
多
治
見
市
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
当
園
の
3
館
共
同
企
画
に
よ

り
開
催
す
る
、
日
本
の
タ
イ
ル
の
歴
史
を

探
る
巡
回
展
で
す
。

　
展
覧
会
で
は
、
名
称
統
一
以
前
ま
で
に

醸
成
さ
れ
て
き
た
タ
イ
ル
文
化
の
変
遷
を

辿
り
な
が
ら
、
台
所
、
ト
イ
レ
や
洗
面
所
、

ビ
ル
や
大
学
、
地
下
鉄
の
駅
、
銭
湯
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
多
種
多
彩
に
使
わ
れ
て

き
た
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み

を
時
代
背
景
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
展

示
を
通
し
て
、
美
と
用
の
間
で
タ
イ
ル
が

果
た
し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
り
、
暮
ら

し
や
建
築
の
未
来
を
考
え
る
機
会
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

第
一
章 

日
本
の
タ
イ
ル
の
源
流
を
さ
ぐ
る

　
「
物
を
覆
う
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語

「
テ
グ
ラ
＝tegula

」
を
語
源
に
も
つ
「
タ

イ
ル
（tile

）」
は
、
建
物
の
壁
や
床
を
覆
う

薄
板
状
の
や
き
も
の
を
指
し
ま
す
。
タ
イ

ル
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
地
下
空
間
の
壁
面
を
飾
っ
た
も
の
が

起
源
と
さ
れ
、
水
や
火
に
強
く
、
腐
食
し

に
く
く
汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
特
性
か
ら
、

数
千
年
の
時
を
経
て
世
界
各
地
に
広
ま
り

ま
し
た
。
日
本
で
は
6
世
紀
に
仏
教
と
と

も
に
「
瓦
」
が
伝
来
し
て
屋
根
材
と
し
て

普
及
し
、
床
に
敷
か
れ
る
敷
瓦
、
壁
に
使

わ
れ
る
腰
瓦
や
瓦
を
貼
り
付
け
る
な
ま
こ

壁
な
ど
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
幕
末
に
西
洋
か
ら
タ
イ
ル
や
煉
瓦

が
伝
わ
る
と
、
近
代
化
の
象
徴
の
よ
う
に

様
々
な
建
築
で
用
い
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

本
章
で
は
世
界
の
タ
イ
ル
の
歴
史
を
概

観
す
る
と
と
も
に
、
瓦
の
伝
来
に
始
ま
る

日
本
の
や
き
も
の
建
材
の
変
遷
を
資
料
よ

り
辿
り
ま
す
。

第
二
章
　
タ
イ
ル
の
普
及
と
名
称
統
一

　

大
正
期
に
入
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

影
響
に
よ
る
輸
出
増
で
「
大
戦
景
気
」
と

呼
ば
れ
る
好
景
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
都

市
部
で
は
活
況
を
受
け
大
規
模
な
ビ
ル
の

建
築
が
多
数
計
画
さ
れ
、
外
装
タ
イ
ル
張

り
の
建
築
も
現
れ
始
め
ま
す
。
一
方
で
庶

民
生
活
に
お
い
て
も
こ
の
時
期
、
旧
来
の

生
活
様
式
を
欧
米
型
の
よ
り
合
理
的
な
も

の
へ
改
め
よ
う
と
い
う
「
生
活
改
善
」
の

動
き
が
活
発
化
し
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
伝
染
病
の
流
行
を
防
ぐ
た
め
の
衛
生
思

想
の
普
及
と
合
わ
せ
、
水
回
り
や
床
へ
タ

イ
ル
の
導
入
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
需
要
拡
大
の
中
、
歴
史
的
な
経

緯
か
ら
タ
イ
ル
は
「
敷
瓦
」「
腰
瓦
」「
張

付
煉
瓦
」「
化
粧
煉
瓦
」
な
ど
様
々
な
名
称

で
呼
ば
れ
、
業
者
に
も
利
用
者
に
も
不
便

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
１
９
２
２

年
（
大
正
11
）
4
月
12
日
、
上
野
公
園
で

開
催
中
の
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
内
の
施

設
で
開
か
れ
た
全
国
タ
イ
ル
業
者
大
会
に

お
い
て
「
タ
イ
ル
」
の
名
称
統
一
が
決
議

さ
れ
ま
す
。
名
称
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
で

複
数
の
呼
び
名
で
取
引
さ
れ
て
い
た
市
場

で
の
混
乱
は
解
消
さ
れ
、
タ
イ
ル
は
工
業

製
品
と
し
て
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
章
で
は
、
タ
イ
ル
の
普
及
が
進
ん
だ

背
景
と
、
名
称
統
一
の
舞
台
と
な
っ
た
博

覧
会
に
つ
い
て
資
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。

第 

三
章
　 

美
と
用
の
１
０
０
年
史

　

タ
イ
ル
の
名
称
統
一
に
よ
り
市
場
の
混

乱
は
解
消
し
ま
し
た
が
、「
敷
瓦
」
や
「
化

粧
煉
瓦
」
の
よ
う
に
名
称
か
ら
判
断
で
き

た
使
用
部
位
や
用
途
な
ど
の
情
報
は
失

わ
れ
、
壁
用
か
床
用
か
な
ど
の
新
た
な
分

類
基
準
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

１
９
２
９
年
（
昭
和
4
）
に
日
本
標
準
規

格
「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
」
に
よ
っ
て
形
状
や
寸
法
が

定
め
ら
れ
、
タ
イ
ル
は
工
業
製
品
と
し
て

の
歩
み
を
進
め
ま
す
。
そ
の
一
方
で
タ
イ

ル
に
や
き
も
の
と
し
て
の
美
を
求
め
、
手

工
に
よ
っ
て
装
飾
性
の
高
い
美
術
タ
イ
ル

を
生
み
出
す
人
々
も
お
り
、
タ
イ
ル
に
彩

ら
れ
た
名
建
築
が
数
多
く
現
れ
ま
し
た
。

　

壁
や
床
の
表
面
仕
上
げ
材
で
あ
る
タ
イ

ル
に
は
、
建
物
自
体
を
保
護
す
る
実
用
性

（
用
的
価
値
）
と
空
間
を
彩
る
装
飾
性
（
美

的
価
値
）
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
本
章
で
は
、
都
市
や
公
共
空
間
、

身
近
な
生
活
空
間
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

使
わ
れ
て
き
た
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年

の
あ
ゆ
み
を
、
タ
イ
ル
に
求
め
ら
れ
て
き

た
美
的
価
値
と
用
的
価
値
の
変
遷
と
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
時
代
の
変
化
か
ら
ご
紹
介

し
ま
す
。

た
て
も
の
園
内
の
タ
イ
ル

　

タ
イ
ル
は
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
過

程
で
、
そ
の
装
飾
性
や
防
火
性
能
、
衛
生

面
に
期
待
さ
れ
多
く
の
建
築
へ
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
の
た
て
も
の
が
多
い
当
園
で
は
、
外
装
、

内
装
で
様
々
な
用
途
、
形
状
の
タ
イ
ル
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
展
覧
会
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
た
後
、
是
非
園
内
の
タ
イ

ル
と
そ
の
魅
力
も
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
学
芸
員 

沓
沢
博
行
）

同潤会江戸川アパートメント食堂と壁面のタイル　撮影：兼平雄樹

子宝湯浴室のタイル　1929年（昭和4）　江戸東京たてもの園内

平和記念東京博覧會全景鳥瞰図　1922年（大正11）　東京都江戸東京博物館所蔵

柿右衛門色絵応龍文陶板　17世紀　写真提供：前坂晴天堂

会
期
＝
２
０
２
３
年
（
令
和
５
）
３
月
11
日
（
土
）〜
８
月
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日
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日
）

「
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年 

―

美
と
用
の
あ
ゆ
み
」

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
開
園
30
周
年
記
念

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
開
園
30
周
年
記
念

タ
イ
ル
名
称
統
一
１
０
０
周
年
記
念

特
別
展

上記写真のタイルはINAXライブミュージアム・多治見市モザイクタイルミュージアム所蔵　撮影：梶原敏英
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たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.5　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.5　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.5　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.5　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.5　'23.03.14　五校出　OP.東倉

Y M C K

たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.14　五校出　OP.東倉

収蔵建造物紹介

看板建築最大の魅力は、なんといっても個性豊かな外
観です。ひとつひとつの建物が、隣に負けないよう、

趣向を凝らしたファサードで競い合っています。たてもの
園の看板建築も同様で、どの建物も見事なまでに個性的で
違う顔をみせてくれます。
　共通する特徴があるとすれば、洋風の趣を持つ点でし
ょう。明治時代に西洋の建築表現が日本に入ってきて以来、
洋風のハイカラな雰囲気を伝統的な和の要素とどのように
折衷するかが重要なテーマとなりました。昭和初期に建て
られた看板建築も、洋と和を巧みに融合しながら、都市を
彩っていったのです。
　ところが、今回紹介する大和屋本店は、１階北側のたば
こ屋さんコーナーを除くと、洋風の雰囲気がほとんどなく、
純和風という印象が強い建物です。とくに３階部分は、柱
などの木材が外観に露出される「真

しんかべづく

壁造り」で、漆
しっ

喰
くい

塗
ぬ

り
の壁や連

れ ん じ

子窓からなる堂々とした和風の意匠です。そして、
軒下。写真（下）のように出

だしげた

桁造り（壁に取りついた腕
う で ぎ

木が、
出桁と呼ばれる軒先の長い横材を支える形式）になってい
ます。そのため、同じ東ゾーンにある川野商店や小寺醤油
店などと同様、伝統的な町家の系譜にあると思ってしまい
ますが、大和屋本店は以下の2点において、看板建築と分
類すべき建物なのです。
○間口寸法に対して高さ寸法が非常に大きく、縦長のブロ
ポーションが著しい（出桁造りをはじめ、伝統的な日本建
築は、横長のプロポーションをとります）。
○軒の出が深いように見えますが、実際は軒下分をセット
バックさせているのであり、1階壁面より軒が出ることはあ
りません。つまり、「軒の出」ではなく、「軒の入り」、もし
くは「軒の凹み」というべきでしょう。
　ところで、大和屋本店が建っていたのは、港区の白金台
4丁目。白金や白金台というエリアは、戦後こそ先端的な
地としての印象が強くなりましたが、戦前は、むしろ伝統

的な建物が立ち並ぶ地域でした。たてもの園に移築されて
いる伊達家の門（大正期／旧所在地：港区白金2丁目）や
小寺醤油店（昭和8年／旧所在地：同5丁目）も、建った年
代に比して復古的なデザインを纏っています。大和屋本店
もまた、看板建築という最先端のモードを骨格としながら、
白金・白金台地域独特の復古的な性格を、出桁造りのディ
テールによって表現した建築であると解することができる
でしょう。

（研究員  米山 勇）

たてもの園の看板建築たち

④大和屋本店
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江
戸
東
京
た
て
も
の
園
で
は
『
た

て
も
の
園
だ
よ
り
第
６０
号
』
で
紹
介

し
た
「
さ
わ
れ
る
た
て
も
の
も
け
い
」

の
他
、
少
子
高
齢
化
対
応
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
回
想
法
的
手
法
を
取
り
入

れ
た
再
現
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

回
想
法
と
は
、
昔
の
身
の
回
り
の

道
具
な
ど
に
触
れ
て
思
い
出
を
語
り

合
う
こ
と
で
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、

脳
の
活
性
化
を
促
す
心
理
療
法
で
す
。

展
示
で
は
昭
和
３０
年
代
の
室
内
を
再

現
し
、
当
時
の
生
活
の
様
子
や
く
ら

し
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時

に
は
展
示
物
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

昭
和
３０
年
代
の
住
ま
い
の

再
現
展
示

　

室
内
再
現
展
示
は
都
内
各
博
物
館
で

も
比
較
的
多
く
行
わ
れ
て
い
る
展
示
手

法
で
す
が
、
今
回
展
示
す
る
に
あ
た
り
、

た
て
も
の
園
ら
し
く
情
景
を
再
現
す
る

た
め
に
„
音
＂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
構
成

し
ま
し
た
。柱
時
計
は
毎
日
時
を
刻
み
、

正
午
に
は
12
回
ボ
ー
ン
ボ
ー
ン
と
鳴
り

ま
す
。
黒
電
話
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時

に
通
話
が
で
き
る
よ
う
配
線
し
、
ジ
リ

リ
リ
と
懐
か
し
い
音
を
発
し
ま
す
。
昭

和
30
年
代
は
家
電
が
普
及
し
始
め
る
時

代
で
あ
り
、
当
時
の
あ
こ
が
れ
の
生
活

と
思
い
出
を
回
想
で
き
る
よ
う
な
展
示

を
目
指
し
ま
し
た
。„
音
＂
は
目
で
見

る
の
と
同
等
に
情
報
量
が
あ
り
、
見
て

聴
い
て
懐
か
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
３０
年
代
を
知
ら
な
い
世
代
の

方
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒
電
話
の
通
話
体
験

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
展
示
し
て

い
る
黒
電
話
を
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
タ
ー
ミ
ナ

ル
ア
ダ
プ
タ
ー
を
介
し
て
別
の
黒
電
話

に
つ
な
げ
、
参
加
者
同
士
が
話
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
受
話
器
を
持
つ
、
ダ

イ
ヤ
ル
を
回
す
、
話
す
、
聞
く
と
様
々

な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
、
世
代
間
の

交
流
に
も
な
り
ま
す
。
黒
電
話
を
知
ら

な
い
世
代
の
方
か
ら
は
、「
ダ
イ
ヤ
ル
が

重
た
く
感
じ
た
」「
音
量
調
整
が
な
く

て
、
相
手
の
声
が
小
さ
か
っ
た
」
な
ど

新
鮮
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。
知
っ
て
い

る
方
に
と
っ
て
も
「
黒
電
話
の
ベ
ル
っ

て
こ
ん
な
に
う
る
さ
か
っ
た
？
」「
ダ
イ

ヤ
ル
が
ゆ
っ
く
り
戻
る
間
隔
が
懐
か
し

い
」
な
ど
反
応
は
様
々
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
に
は
回
想
法
を

取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
並
行
し
て

実
施
し
ま
し
た
。「
黒
電
話
ど
こ
に
あ

り
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
形
式
で
、
電
話
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
家
の
間
取
り
を
思
い
出
し

て
も
ら
う
も
の
で
す
。
昭
和
30
年
代
か

ら
個
人
宅
に
電
話
が
普
及
し
ま
す
が
、

電
話
の
置
き
場
所
は
家
の
間
取
り
と
大

い
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
隣
の
人
が
借
り
に

来
る
か
ら
玄
関
だ
っ
た
」「
廊
下
が
寒

か
っ
た
か
ら
長
電
話
し
な
か
っ
た
」「
居

間
に
い
る
父
親
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
会

話
し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
で
は
玄
関
と
廊
下
で

57
％
を
占
め
、
昭
和
時
代
に
主
流
で
あ

っ
た
中
廊
下
型
住
宅
の
間
取
り
が
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
家

具
・
家
電
か
ら
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

つ
な
げ
、
世
代
間
交
流
が
深
ま
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
（
学
芸
員　

溝
邊
悠
介
）

昭和30年代再現展示
「昭和の思い出、昭和のあこがれ」

間取りのアンケート ワークショップの様子 展示の様子
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たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.7　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.7　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.7　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.7　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.7　'23.03.14　五校出　OP.東倉

Y M C K

たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.6　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.6　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.6　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.6　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.6　'23.03.14　五校出　OP.東倉
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事業予定
2023年4月　▶　2024年3月

毎月、建造物や季節にちなんだ催事を開催します。

　展示室の催し
日本のタイル100年
―美と用のあゆみ
202３年３月１１日（土）～８月２０日（日）

江戸東京博物館コレクション展
～江戸東京のまちづくり～
202３年９月１６日（土）～１２月１７日（日）

江戸東京博物館コレクション展
～江戸東京のくらしと乗り物～
202４年３月２３日（土）～７月７日（日）

8日（土）・9日（日）
伝統工芸の実演
墨田区の職人さんが実演。

8日（月・祝）
成人の日はたてもの園へ
ハレの日の記念に、人力車でのたてもの園めぐ
りや、復元建造物の写真館でお手持ちのカメラ
での記念撮影ができます。

2日（火）・3日（水）
江戸の正月を楽しもう
新しい年はたてもの園から。園内の建物には、し
め飾りや門松を立てて、獅子舞や太神楽などの
新年にふさわしい伝統芸能をご覧いただけます。

5日（土）・6日（日）
【夜間特別開園】
たてもの園 下町夕涼み
開園時間を延長して、夏の夕べの過ごし方を
体感していただける催しです。伝統的な日本
の民家では、宵の涼やかな風を感じながら過
ごしていただけます。

10日（土）・11日（日・祝）
伝統工芸の実演
大田区の職人さんが実演。

11日（土）・12日（日）
伝統工芸の実演
江東区の職人さんが実演。

25日（土）・26日（日）
【夜間特別開園】
紅葉とたてもののライトアップ
紅葉が深まる時季に合わせ、色づく木々と建
物をほのかな光で美しく照らし出します。日
中とは趣の異なる建物の魅力を体感していた
だけます。

10日（土）・11日（日）
伝統工芸の実演
練馬区の職人さんが実演。

8日（土）・9日（日）
伝統工芸の実演
豊島区の職人さんが実演。

14日（土）・15日（日）
伝統工芸の実演
北区の職人さんが実演。

9日（土）・10日（日）
伝統工芸の実演
品川区の職人さんが実演。

27日（水）・28日（木）
たてもの園フェスティバル
桜のつぼみがほころぶ3月28日はたてもの園
の開園記念日。おとなもこどもも楽しめるさま
ざまな催しで盛り上がります。

ちょっと涼しいたてもの園（夏期）
夏仕様の建具や軒先の
風鈴、民家の蚊帳、日差
しを遮る緑のカーテンな
ど、暑い夏に「涼」を取
り入れる暮らしの工夫を
ご覧ください。

ミュージアムトーク
毎月第4土曜日
当園の学芸員、研究員、
建築技術専門員が解説
をします。

綱島家年中行事
梅の土用干し・盆棚飾り・
十五夜飾り・十三夜飾り・
冬の大根干し・小正月の
繭玉飾り・節分など、季
節に応じた年中行事の展
示を実施しています。

※開催日や内容・名称が変更になることがあります。詳しくは公式ウェブサイト
（www.tatemonoen.jp）をご覧ください。写真は過去の催しの様子です。

13日（土）・14（日）
伝統工芸の実演
多摩地区の職人さんが実演。

13日（土）・14日（日）
伝統工芸の実演
荒川区の職人さんが実演。

9日（土）・10日（日）
伝統工芸の実演
中野区の職人さんが実演。

12日（土）・13日（日）
伝統工芸の実演
江戸川区の職人さんが実演。

9日（土）・10日（日）
伝統工芸の実演
板橋区の職人さんが実演。

28日（木）
たてもの園開園記念日　（入園無料）

４日（木・祝）・５日（金・祝）
こどもの日イベント
こどもの日にちなんだ、昔のあそびやくらしの
体験を楽しもう ！

4
月

5
月

6
月

７
月

8
月

9
月

10
月

11
月

11
月

12
月

1
月

3
月

伝統工芸の実演
東京の伝統工芸士による
実演です。毎月第２土曜
日と翌日の日曜日に、月
替わりでいろいろな技を
見ることができます。

2
月



Y M C K

たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.1　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.1　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.1　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.1　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.1　'23.03.14　五校出　OP.東倉

Y M C K

たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.02.24　初校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.03　再校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.08　三校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.10　四校出　OP.東倉
たてもの園だより 61号　H1-4 P.002-007　P.4　'23.03.14　五校出　OP.東倉

61

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
だ
よ
り　

第
61
号
（
年
２
回
発
行
）
発
行
日
／
令
和
５
年
３
月
31
日　

編
集
・
発
行
／
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団　

江
戸
東
京
た
て
も
の
園　

制
作
・
印
刷
／
株
式
会
社 
公
栄
社     

［
表
紙
］
小
出
邸
応
接
間

有料入園者

※ご来園の際は新型コロナウイルス感染拡大防止
対策など、最新情報を公式ウェブサイトでご確
認ください。

I N F O R M A T I O N

たてもの園日誌　２０２２年（令和４） １０月～２０２３年（令和５）３月
202２年（令和４）

10/1（土） 都民の日＜入園無料＞

10/4（火）～10（月・祝） 綱島家年中行事「十三夜飾り」

10/8（土）・9（日） 伝統工芸の実演「型染・木版染/村山大島紬」

10/22（土） ミュージアムトーク「昭和の思い出、昭和のあこがれ」

10/29（土）・30（日） 東京大茶会2022（主催：東京都、アーツカウンシル東京）＜入園無料＞

11/12（土）・13（日） 伝統工芸の実演「木工建具／和裁（たっつけ）」

11/26（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション

 ―東京の歩んだ道』みどころ」

11/26（土）・27日（日） 夜間特別開園　紅葉とたてもののライトアップ

11/30（水）～12/24（土） 綱島家年中行事「大根干し」

12/10（土）・11（日） 伝統工芸の実演「組紐／椅子張」

12/24（土） ミュージアムトーク「田園調布の家（大川邸）のクリスマス」

12/25（日）～1/1（日・祝） 年末年始休園

2023年（令和5）

1/2（月・休）・3（火） 正月特別開園＜入園無料＞

1/9（月・祝） 成人の日はたてもの園へ

1/11（水）～1/15（日） 綱島家年中行事「小正月・繭玉飾り」

1/14（土）・15日（日） 伝統工芸の実演「畳刺／東京手描友禅」　

1/28（土）
 ミュージアムトーク「特別展『江戸東京博物館コレクション―

 東京の歩んだ道』みどころ」

2/３（金） 綱島家年中行事「節分」

2/11（土・祝）・12（日） 伝統工芸の実演「東京染小紋／念珠」

2/25（土） ミュージアムトーク「旧自証院霊屋」

3/11（土）・12日（日） 伝統工芸の実演「江戸木彫刻／東京手描友禅」

3/11（土）～8/20（日） 特別展「日本のタイル100年―美と用のあゆみ」

3/18（土）～ 開園時間を夏時間に変更

3/20（月） 臨時開園

 臨時開園
3/27（月） スペシャル・ミュージアムトーク
 「けんちくはかせに聞く 建物はこう楽しもう！」

3/27（月）・28（火） たてもの園フェスティバル

3/28（火） たてもの園開園記念日＜入園無料＞

建造物修繕などの工事
鍵屋（居酒屋） 令和4年11月1日～令和5年3月下旬

花市生花店 令和4年11月15日～令和5年3月下旬

万世橋交番 令和4年11月22日～令和5年3月下旬

村上精華堂 令和4年11月29日～令和5年3月下旬

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

た
て
も
の
園
で
生
き
物
探
し

　

千ち
ど
り
は
ふ

鳥
破
風
、
鴨か

も
い居
、
猫
間
障
子
、
雨

戸
の
鍵
の
猿
等
々
、
建
築
用
語
に
は
、
生

き
物
の
漢
字
が
使
わ
れ
た
も
の
が
と
て

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
吉
野
家
の
式

台
に
は
ツ
ル
の
彫
刻
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
兎う

の
け
と
お

毛
通
し
と
呼
ば
れ
、
今
年
の

干
支
で
あ
る
ウ
サ
ギ
の
漢
字
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
兎
毛
通
し
は
、
唐
破
風
に

あ
る
懸げ

ぎ
ょ魚
と
呼
ば
れ
る
部
材
の
こ
と
で
、

懸
魚
の
中
で
も
特
に
装
飾
性
が
強
い
も

の
で
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
建
築
用
語
に
生

き
物
の
漢
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、

よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
中
に
は
諸
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
懸
魚
は
、
火
伏
せ
の
ま
じ
な

い
の
意
味
合
い
が
強
く
、
元
々
水
を
連
想

さ
せ
る
「
魚
」
の
尾
ひ
れ
の
形
で
あ
る
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
次
第
に
装
飾

化
し
、
梅
の
花
や
猪
の
目
と
呼
ば
れ
る
ハ

ー
ト
の
よ
う
な
形
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
鴨
居
も
一
説
に
は
水
辺

に
い
る
「
鴨
」
か
ら
水
を
連
想
さ
せ
、
火

伏
せ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
猫
間
障
子
は
、
猫
が
出
入
り
し
や

す
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
園
内
で
は
小
出
邸
の
二
階
で

見
ら
れ
ま
す
。

　

建
築
用
語
と
言
う
と
難
し
く
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
の
人
々

が
考
え
、
建
造
物
を
造
り
守
っ
て
き
た

様
子
の
一
端
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。            

　
　
　
　
　

 

（
学
芸
員　

生
田
真
菜
）

小出邸の猫間障子

旧自証院霊屋の懸魚

◎
特
別
展
「
日
本
の
タ
イ
ル
１
０
０
年
―
美
と
用
の
あ
ゆ
み
」

◎
収
蔵
建
造
物
紹
介
―
た
て
も
の
園
の
看
板
建
築
た
ち 

④
大
和
屋
本
店

◎
昭
和
3 0
年
代
再
現
展
示
「
昭
和
の
思
い
出
、
昭
和
の
あ
こ
が
れ
」

◎
令
和
５
年
度　

事
業
予
定

◎
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
／
た
て
も
の
園
日
誌
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